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1 はじめに  

一般に非協力ゲーム理論では、そこで想定  

されている行動主体の数はそんなに多くは  

ない。その大きな理由として、経済学の理論  

では行動主体が多数の場合の問題は完全競争  

時の一般均衡理論で描写され、非協力ゲーム  

理論はその対極としての主体の数が少数の場  

合の理論として発展して来たという歴史があ  

るからだと考えて良いだろう。これは非協力  

ゲームが経済学の産業組織論を中心に近年飛  

躍的な発展を遂げたことからも分かる。人間  

がたくさんいるときは、完全競争における交  

換経済モデルの理論で十分と考えられてきた  

のではないだろか。   

しかし、非協力ゲーム理論は経済学に限ら  

ず「社会現象を戦略によって利得関数を最大  

化する個人の行動の集合」として記述する  

「社会科学のための1方法論」と私たちは考  

えている。歴史的には経済学の中で発展を遂  

げてきたが、投票行動・法制度分析。社会問  

題等の分析に応用することもでき、ORの中  

の多くの問題にも非協力ゲームは大いに貢献  

できるであろう。こうした点を考えると人が  

多数の時のゲーム理論がもっと考えられてし  

かるべきではないだろうか。また、経済学と  

て、人が多数の時の問題は一般均衡モデルだ  

けで十分なわけでもあるまい。   

人が多数いるときはゲームのプレイヤーを  

†1とし、その氾を大きくすれば良いという  

わけでは必ずしもない。合理的な個人はかな  

り多数の人間がいる場合も、一人一人がどの  

ように行動するかを厳密に計算し、それが影  

響してモデルは現実に合わない結果を導くこ  

とが多い。また分析は複雑になり易く、結果  

を一般的に導くことは困難である。そこでこ  

こでは、人が多数の時を扱う非協力ゲーム理  

論として、無限にプレイヤーがいる場合の非  

協力ゲーム理論を考える。   

この理論にはSchmeidler（1973），Mas－  

Colell（1984），Green（1984）の3種類の定式  

化があり、いくつかの研究がこれを引き継い  

でいる。しかしながら、これらの研究はそれ  

ぞれ一般的な定式化のみが扱われており、応  

用例を示しているものはない。   

Mas－Cole11，Greenが一般均衡理論を意識し  

た研究になっていることを考えるとSclmei－  

dlerの定式化が応用には一番であると考えら  

れる。しかし、Sclmeidlerの定式化はプレイ  

ヤーの集合をⅣ＝tO，1］に限っている。ま  

た、その研究はRatb（1992）等をみれば分か  

るように、すべてのpl町erが測度0の場合  

のみが興味の中心であり、maSSmeaSureを  

持つようなpla昨rに対する結果は明らかで  

はない。   

本研究ではこのSchmeidler（1973）の定式  

化を、施設配置問題や交通流設計問題などに  

応用できるように、COmpaCtmetricspaceに  

playerの空間を拡張し、maSSmeaSureを持  

つpla昨r．も含むような場合を考察する。ま  

た、実際に施設配置問題や交通流設計問題に  

対する応用も考える。  

2 モデル  

プレイヤーの集合をTとし、Tはcompact  

な距離空間とする。βをアのすべての開集合  
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定義171×♪から月乃への関数aをゲーム上  

呼ぶ。  

この時、均衡概念を以下のように定義する。   

定義2ほとんどすべてのf∈7「iキ対して、以  

下の式を満たす金∈♪をゲーム元の均衡点と  

呼ぶニ   

∀p∈P j串）・坤，金）≧p・坤，金）  

を含む最小のJ集合体と・し、入をr上の有限  

測度とする。（r，β，入）をプレイヤー空間と呼  

ぶ。各プレイヤーはすべて同じ氾個の純粋戦  

略を持つとし二j番目の戦略（純粋戦略）を  

eJ（ブ成分が1で他が0の乃次元ベクトル）  

で表す。ここで、且＝（el，…，eりとする。  

混合戦略の集合を   

P＝（（pl，…p几）I〆＝1，ブ＝1，…，氾  

∑覧1〆主1）  

とする。ここで戦略プロフィールをrからP  

への可測関数とする。戦略プロフィールは「  

ゲームの結果」を表し、戦略プロフィール金  

に対して金（りはプレイヤーまの混合戦略を表  

している。f）をすべての戦略プロフィールの  

集合としよう。任意の盆∈♪に対して、  

嘩）＝上盆ブd人  

とし、   

β（盆）≠（β1（盆），…，β†も（金））  

とする。これを用いることにより、戦略プロ  

フイ∵ルの集合♪は線形位相空間のコンパク  

ト凸集合となる。   

次に利得関数を定義するために、rX♪か  

ら月乱への関数を克として定義する。ここで、  

坤0，金）の第ブ成分か（fo，金）は、ほとんどすべ  

てのプレイヤーまが坤）を戦略としている時  

に、プレイヤーま。が戦略eJを取って得られる  

利得である。プレイヤーまが混合戦略p∈P  

を取ったときの利得は   

†l  

p・姉牢）＝∑潅瀦（ま，£）  
J＝1  

となる。ここでp・qはpとqの内積を表すム   

このように一つのゲームは滋によってcbar－  

acterizeされるので、iiを一つの「ゲーム」と  

呼ぶことにしよう。  

3 分析結果  

次の2つの仮定をおく。   

仮定1坤，盆）は£に対して連続とする。  

仮定2任意の盆∈♪両∈（1，…，托）に対  

して、（ま∈rIか（ま，金）≧か（ま，金））は可測と  

するム  

本発表では、この仮定のもとで「ma5Smea－  

sureを持たないplayerは純粋戦略を用いる  

ような均衡点が存在する．」ことを示し、その  

応用例についても考察する予定である。   
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